様式　１
平成３０年　　月　　日
第８回サステナブル住宅賞　応募申請書
一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構　御中
　第８回サステナブル住宅賞に応募したいので、関係書類を添えて申し込みます。　
応募責任者（１．建築主（施主）、２．設計者、３．施工者）各欄とも該当するものを○印で囲んでください。
	会社名・所属・役職、氏名（＊応募責任者が１．建築主（施主）の場合はお名前と印だけをご記載ください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


	応募者
	

	建築主（施主）
	住所または所在地、氏名または名称

	設　計　者
	住所または所在地、氏名または名称

	施　工　者
	住所または所在地、氏名または名称

	
	

	
	

	連絡責任者（正）（＊連絡責任者が１．建築主（施主）の場合、会社名・所属・役職はご記載不要です。）

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　（１．建築主（施主）、２．設計者、３．施工者）

	会社名・所属・役職
	

	ＴＥＬ／ＦＡＸ
	（　　　　）　　　　／　　　　（　　　　）

	Ｅメールアドレス
	＠

	連絡責任者（副）

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　（１．建築主（施主）、２．設計者、３．施工者）

	会社名・所属・役職
	

	ＴＥＬ／ＦＡＸ
	（　　　　）　　　　／　　　　（　　　　）

	Ｅメールアドレス
	＠

	応募住宅
	

	工事の別

	１.戸建住宅の新築、２．集合住宅の新築、３．集合住宅の改修（１~３から１つ選択）

	名　　称
	＊住宅のコンセプト等を表すネーミングがあれば記載して下さい。応募時は仮称でも可。

	所在地
	都道府県　　　市郡　　　　　町村　　　　番地

	工事完了日
	平成　　年　　月　　日


	受賞履歴
	＊応募住宅が他の賞を受賞されている場合は賞の名称と受賞年度を記載してください。


様式　２

住宅の全体概要に関する説明書
	１．建物の概要
　 敷地面積
　　　　　　　　　　　　㎡
床 面 積
地階
　　　　　　　　　　　　㎡
１階
　　　　　　　　　　　　㎡

２階
　　　　　　　　　　　　㎡

３階
　　　　　　　　　　　　㎡

基準階（集合住宅のみ）

　　　　　　　　　　　　㎡

延床面積
　　　　㎡
主要構造
階　　数
地上
　　階
地下
　　　　　　　　　　階
概ねの工事費
建築工事費
千円／㎡
設備工事費
千円／㎡
２．家族構成（記入は任意）
人数
　　　　　　　人
　　　　　　　　　　うち子供
　　　　　　　人
　　　　　　　　　　うち高齢者
　　　　　　　人
世代数
　　　　　　　世代
３．図面・写真（別紙） 
（下記の図面・写真を、A4用紙10頁以内またA３用紙５頁以内に集約し、本頁の次に添付して
下さい　）
　　
　　　・付近見取り図（方位も記入）
　　　・配置図（方位も記入）
　　　・各階平面図（方位も記入）
　　　・立面図（２面以上）
　　　・断面図（主要部位の断熱仕様を示すもの）
　　　・設備図（設備図がない場合は、平面図に冷暖房および換気設備を記入した図面を、平面図と
　　　　　　　　は別に作成して下さい）

　　　・写真　（建物全景など全体のイメージが判る写真　数枚）
　　　



住宅のサステナブル性に関する説明書　　　　　様式　３
	１．外皮性能、一次消費エネルギー等に関する数値データ
下記について可能な範囲で記入して下さい。一次エネルギー消費量については国立研究開発法人建築研究所のホームページの「住宅・住戸の省エネルギー判定プログラム」の出力の省エネルギー基準(ＰＤＦ)の結果を添付して下さい。
エネルギー基準の地域区分　
１~８より選択
UA値（外皮平均熱貫流率）
W/㎡ K
ηAc値（冷房期の平均日射熱取得率）
一次エネルギー消費量
戸建住宅
GJ/(戸・年)
共同住宅　
GJ/(棟・年
各部位の断熱仕様・性能

部位
　断熱仕様
Ｕ値　　　　Ｗ／(㎡ Ｋ)
屋根又は天井
材料名×厚さ
基礎又は土間
材料名×厚さ
外壁
材料名×厚さ
床
材料名×厚さ
開口部サッシ
材質
開口部ガラス
種類×厚さ
開口部ドア
材質
２．主要設備の概要
暖房設備
（熱源も記入）
冷房設備
（熱源も記入）
給湯設備
（熱源も記入）
換気設備
（自然換気、第一種機械換気、第二種機械換気、第三種機械換気より選択）
　　　　上記以外にも創エネ設備（太陽光発電装置、コージェネ設備等）、蓄エネ設備（蓄電池等）等があれば欄を追加して記載して下さい。

３．個別技術説明（別紙）
　　下記（１）~（４）の項目別に「配慮・工夫した事項」と、「その効果（見込みも含んで可）」を記載
して下さい。特に（1）については、効果検証データがあるのが望ましい。

　　　図や写真も含めて A4用紙で下記の頁数以内に集約し、本頁の次に添付して下さい。
　（１）省エネルギー　　　　３頁
（２）省資源・資源循環　　１頁
（３）建物の長寿命化　　　１頁
（４）その他（室内環境、環境保全、自然共生、環境との調和など）　１頁
４．特定事項に関する確認（該当事項の□にチェックし、適宜内容を記載して下さい。下記枠内に記載しきれない場合は、上記３.本文中または別紙に記載し、その旨を下記枠内に記載して下さい）
□優良住宅部品（ＢＬ部品）を使用している。
　　http://www.cbl.or.jp/shoukai/
主要なＢＬ部品の品目・メーカー名・製品番号都等を記載
□木造軸組み構造である。
木造軸組み構造の特徴を生かした事項があれば記載
□高機能ガラス(エコガラス、防災安全ガラス)を使用している。　http://www.itakyo.or.jp/
高機能ガラスのメーカー名、製品名を記載
□主要な断熱材が硝子繊維（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ）である
□外皮性能がHEAT20のG2レベルである。
　□外皮性能がHEAT20のG１レベルである。
使用方法等に工夫があれば記載
　　


様式　４
居住者の生活実感について
                                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者：（ 男・女）   年齢（   ）歳代
	応募された住宅で生活された感想等をお書きください。
（冬の室内の暖かさ、夏の室内の涼しさ、室内の明るさ、静けさ、また、省エネルギー、省資源・資源循環、建物の長寿命化などサステナブルな住宅にするための工夫を生活の中でどう実感されているかお書きください。また、改修の場合、住宅の改修前後での相違点を明記ください。）
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